
 

令和２年度地域医療構想調整会議の進め方について 

 

【地域医療構想における「神奈川の将来のめざすすがた」及び実現に向けた３つの取組み】 

 

 

＜令和元年度の重点的目標＞ 

（全構想区域） 

① 引き続き、地域内の各病院の機能、地域における役割、今後の対応方針、病院間での患

者の流れ等を地域で共有する。 

 

（地域の議論の進捗状況に応じて） 

② その他、地域の実情や検討体制に合わせて、医療機能の実態や課題が明確になっている

場合は、各地域でテーマを決めて議論を深めていく。 

（例：高齢者の救急機能の確保、在宅医療の後方支援、入退院支援、診療所・在宅医療・

介護施設等の連携など） 

 

 

＜令和２年度について＞ 

（全構想区域） 

① 地域における効率的な医療提供体制の構築のため、病床機能分化・連携を引き続き推進 

（各病院の機能・役割、今後の対応方針、病院間の患者の移動の流れ等を地域で共有し、

病床機能の最適化について議論を深める。） 

 

（地域の議論の進捗状況に応じて） 

② 地域の実情に合わせて、各地域で個別にテーマを設定し議論を深めていく。 

（例：高齢者救急、入退院支援調整、医療・介護施設等連携 等） 

 

＜年間スケジュール＞ 

別添参照 

＜神奈川の将来のめざすすがた＞ 

 誰もが元気でいきいきと暮らしながら、必要なときに身近な地域で質の高い医療を安心

して受けられる 

＜めざすすがたの実現に向けた３つの取組み＞ 

○ 将来において不足する病床機能の確保及び連携体制の構築 

○ 地域包括ケアシステムの推進に向けた在宅医療の充実 

○ 将来の医療提供体制を支える医療従事者の確保・養成 

 

（在宅療養者の急変時の往診や、入退院の連携などが円滑に行われる） 

資料５ 


